
5 令
和
２
年

広報

　
４
月
６
日
、
乙
部
小
学
校
で
１
９
人
、
栄
浜
小
学
校
で
１
人
、
明
和
小
学
校
で
３
人
、
乙
部

中
学
校
で
２
７
人
の
入
学
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
座
席
を
離
し

て
の
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
１
年
生
は
名
前
を
呼
ば
れ
た
時
に
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
返
事
を

し
て
、
新
し
く
始
ま
る
学
校
生
活
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

期
待

と
不

安
に

胸
を

膨
ら

ま
せ

て
入

学
！

№
609
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一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

次
に
掲
げ
る
三
つ
の
町
づ
く
り

の
基
本
的
考
え
方
を
大
切
に
し
、

町
民
皆
様
を
始
め
、
町
議
会
議
員

の
皆
様
、
町
職
員
と
し
っ
か
り
と

向
き
合
い
、
意
見
を
交
わ
し
、
お

互
い
の
理
解
を
も
っ
て
町
政
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◎
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
、安
全
・

安
心
な
町
づ
く
り

◎
持
続
的
な
発
展
を
目
指
す
、
幸

せ
を
感
じ
る
町
づ
く
り

◎
次
の
世
代
に
責
任
を
持
て
る
、

正
直
な
町
づ
く
り

　

町
政
の
根
幹
は
、
町
民
皆
様
の

日
々
の
暮
ら
し
が
安
定
・
安
心
し
、

将
来
へ
の
希
望
の
持
て
る
こ
と
を

　

令
和
二
年
乙
部
町
議
会
第
一
回

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
新
年
度
予

算
案
並
び
に
関
連
案
件
を
提
出
す

る
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
へ
の
所

信
を
申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
様
並

び
に
町
議
会
議
員
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
の
国
の
地
方
財
政

対
策
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
方
交

付
税
及
び
地
方
の
一
般
財
源
の
総

額
は
前
年
度
を
上
回
る
所
要
額
が

確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
第
二
期

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
ス
タ
ー
ト
や
「
地
域

社
会
再
生
事
業
費
」
の
創
設
、「
森

林
環
境
譲
与
税
」
の
前
倒
し
等
充

実
感
を
覚
え
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
に
お
い

て
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
社

会
の
中
に
あ
っ
て
、
福
祉
・
介
護
・

医
療
・
子
育
て
支
援
な
ど
の
経
費

が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
運
営
が
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
今
日
ま
で
厳
し

い
財
政
状
況
か
ら
、
行
財
政
改
革

の
推
進
を
始
め
、
各
種
補
助
制
度

の
活
用
、
産
業
振
興
、
生
活
基
盤
、

防
災
対
策
な
ど
各
般
に
わ
た
っ
て

進
め
て
き
ま
し
た
が
、今
後
と
も
、

行
財
政
の
健
全
化
を
図
り
な
が

ら
、
活
力
と
豊
か
で
安
全
・
安
心

な
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

念
頭
に
置
き
、
町
民
の
皆
様
が
乙

部
町
に
、
ま
た
、
乙
部
町
民
で
あ

る
こ
と
に
対
し
、
誇
り
を
持
ち
続

け
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
皆
様
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
お
互
い
知

恵
を
出
し
合
え
る
環
境
、
ま
た
、

力
を
出
し
合
え
る
環
境
を
整
え
、

一
方
で
、
行
政
機
能
は
縦
割
り
で

な
く
、
職
員
全
員
が
町
の
進
む
方

向
を
共
有
し
、
各
々
の
役
割
を
果

た
す
と
い
う
こ
と
が
、
非
常
に
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
中
で
あ
っ
て
も
、

地
域
で
の
交
流
を
核
に
し
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
や
、
い

令 和 ２ 年 度

町 政 執 行 方 針

～
町
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、
持
続
的
な
発
展
と

　

安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
～

※この町政執行方針は、
令和２年３月１１日開会
の第１回町議会定例会の
冒頭に町長が述べたもの
です。

Ⅰ 

町
政
執
行
へ
の
基
本
姿
勢

は
じ
め
に

１
．
心
を
大
切
に
す
る
暮

　
　

ら
し
に
優
し
い
施
策

Ⅱ 

推
進
す
べ
き
施
策
の
概
要
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た
わ
り
の
心
を
持
ち
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
、
関
係
機
関
や
団
体
等
と

連
携
を
密
に
し
て
、
き
め
細
や
か

な
施
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
社

会
福
祉
団
体
等
へ
の
運
営
に
係
る

支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
日
々
の
生
活

に
充
実
感
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
敬
老
会
、
ふ

れ
あ
い
交
流
事
業
等
へ
の
補
助
な

ど
の
高
齢
者
福
祉
対
策
、
障
害
の

あ
る
方
が
そ
の
人
ら
し
く
地
域
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
、
自
立
支

援
・
相
談
支
援
等
の
障
害
者
福
祉

対
策
、
子
育
て
に
係
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
や
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
環
境
整
備
の
た
め
、
子
ど
も

医
療
給
付
、
学
童
保
育
事
業
へ
の

補
助
、
保
育
園
へ
通
う
た
め
の
費

用
の
助
成
等
子
育
て
支
援
対
策
等

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
予
防
や
居
宅
介
護

支
援
に
資
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
町
民
の
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
関
係
団
体
へ

の
運
営
補
助
、
予
防
接
種
、
各
種

検
診
・
検
査
、
保
健
指
導
等
の
各

種
疾
病
予
防
対
策
、
健
康
づ
く
り

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民

健
康
保
険
病
院
は
在
宅
医
療
、
救

急
を
含
む
初
期
医
療
、
終
末
期
医

療
等
の
地
域
医
療
を
担
っ
て
行
く

う
え
で
、
現
機
能
を
維
持
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

国
の
医
療
費
抑
制
対
策
や
地
方

交
付
税
算
定
の
変
更
か
ら
病
院
経

営
は
大
変
厳
し
い
環
境
で
あ
り
ま

す
が
、
南
檜
山
圏
域
の
地
域
医
療

構
想
を
踏
ま
え
た
中
で
、
経
営
の

安
定
に
努
め
、
持
続
可
能
な
医
療

の
提
供
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
輸
送
バ
ス
運
行
、

道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
、
脳
疾

患
救
急
搬
送
等
へ
き
地
医
療
対
策

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

き
め
細
や
か
に
各
分
野
・
各
層

に
わ
た
り
、
町
民
の
暮
ら
し
に
寄

り
添
う
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
、
町

民
の
暮
ら
し
の
安
全
を
高
め
、
心

豊
か
な
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
形

成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴
福
祉
・
保
健
・
医
療
の
充
実

①
心
の
通
う
福
祉
・
介
護
施
策
の

推
進
（
介
護
支
援
・
予
防
事
業

等
の
推
進
）

②
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
（
保

育
料
軽
減
・
学
童
保
育
・
入
学

児
童
支
援
・
高
校
通
学
費
助
成

等
）

③
医
療
・
保
健
体
制
の
整
備
（
病

院
経
営
・
医
療
従
事
者
の
確
保
）

④
各
種
検
診
等
保
健
活
動
の
推
進

（
特
定
健
診
・
保
健
指
導
・
が

ん
検
診
・
健
康
相
談
・
健
康
教

育
）

⑤
子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
の
推

進
⑥
妊
産
婦
支
援
の
充
実
（
妊
婦
健

康
診
査
費
及
び
健
診
交
通
費
助

成
・
産
後
一
ヶ
月
健
診
費
助
成
・

新
生
児
聴
覚
検
査
費
助
成
）

⑦
健
康
づ
く
り
運
動
の
推
進

　
（
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
と

の
連
携
）

⑧
道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
事
業

の
推
進
（
広
域
事
業
）

　

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

暮
ら
し
の
安
全
と
快
適
さ
を
確
保

す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
や
団
体

と
連
携
を
持
ち
な
が
ら
各
施
設
設

備
の
整
備
改
修
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

社
会
基
盤
整
備
と
し
て
、
町
道

の
安
全
面
、
利
便
性
を
見
な
が
ら

改
良
工
事
・
維
持
補
修
に
努
め
る

と
と
も
に
、
橋
梁
長
寿
化
修
繕
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
は
、
新
年
度
に

お
い
て
昨
年
来
の
栄
浜
地
区
新
設

工
事
を
進
め
、
こ
れ
を
も
っ
て
汚

水
管
渠
の
新
設
整
備
は
完
了
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
簡
易
水
道
同
様
維
持
管

理
に
努
め
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
含

め
て
長
寿
命
化
に
取
り
組
む
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

は
引
き
続
き
行
い
、
下
水
道
の
整

備
が
で
き
な
い
地
域
の
生
活
排
水

処
理
の
要
望
に
応
え
て
ま
い
り
ま

す
。

　

消
防
・
防
災
対
策
の
充
実
を
図

る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
設

備
改
修
工
事
は
、
昨
年
度
か
ら
の

継
続
事
業
と
し
て
、
今
年
度
は
、

各
家
庭
に
個
別
受
信
機
の
入
れ
替

え
を
行
い
ま
す
。

　

次
い
で
、
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
更
新
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
に

繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

町
内
各
緊
急
避
難
路
維
持
補
修

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
と
意
見

２
．
安
全
で
快
適
な
暮
ら

し
を
導
く
施
策

　昨年度より行わ
れている防災行政
無線設備のデジタ
ル化について、今
年度中に各世帯へ
新しい個別受信機
を配布し、もしも
の時に備え、適切
な情報伝達の確保
に努めます。

個別受信機の更新

　ブランド化が進
むナマコを始め、
サケ・ニシン等の
放流やウニ・ホタ
テの増養殖などの
育てる漁業や、タ
コやアカモクなど
の資源の有効活用
などを推進し、漁
業経営の安定化を
目指します。

海産資源の育成・活用
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交
換
の
下
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
交
通
安
全
、
防
犯
の
観

点
か
ら
引
き
続
き
自
治
会
町
内
会

へ
街
灯
料
の
補
助
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

環
境
保
全
や
災
害
防
止
の
た

め
、大
岩
地
区
小
規
模
治
山
事
業
、

河
川
内
堆
積
土
砂
除
去
、
塵
芥
・

し
尿
処
理
や
廃
棄
物
処
理
等
の
環

境
衛
生
事
業
を
進
め
ま
す
。

⑴
生
活
環
境
の
整
備

①
生
活
道
路
等
の
整
備
（
町
道
の

修
繕
・
街
灯
補
修
等
）

②
乙
部
地
区
簡
易
水
道
老
朽
管
更

新
事
業

③
下
水
道
の
整
備
及
び
合
併
浄
化

槽
設
置
促
進
事
業
の
推
進

④
防
災
・
消
防
施
設
の
整
備

　
（
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
・

防
災
用
資
機
材
等
の
整
備
）

⑤
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
更
新

⑥
廃
棄
物
処
理
の
推
進
（
ゴ
ミ
・

し
尿
）

　

地
域
の
暮
ら
し
に
活
力
を
生
み

出
し
、
地
域
社
会
を
持
続
さ
せ
る

に
は
、
産
業
の
振
興
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

産
業
振
興
は
、
乙
部
町
が
自
立

し
、
存
続
し
得
る
た
め
に
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

　

一
次
産
業
を
始
め
、
地
域
経
済

を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し

い
も
の
で
す
が
、
関
係
機
関
、
関

係
団
体
と
連
携
し
、
創
意
工
夫
を

も
っ
て
将
来
的
な
そ
れ
ぞ
れ
の
産

業
の
在
り
方
を
見
据
え
た
中
で
の

施
策
・
支
援
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
産
業
分
野
間
の
垣
根
を

超
え
た
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て

も
、
更
に
踏
み
込
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業

再
生
プ
ラ
ン
を
新
年
度
も
重
要
施

策
と
し
て
推
進
し
、
農
産
物
生
産

向
上
支
援
・
大
豆
栽
培
奨
励
等
の

事
業
に
取
り
組
み
、
農
家
経
営
の

安
定
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
育
て

る
漁
業
と
い
う
漁
業
生
産
基
盤
を

確
固
た
る
も
の
と
し
、
漁
家
経
営

の
安
定
の
た
め
各
種
増
養
殖
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
林
道

の
開
設
事
業
を
引
き
続
き
進
め
、

森
林
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商

工
業
の
振
興
と
地
域
消
費
の
喚
起

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
振
興
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
整
備
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

⑴
農
林
業

①
生
産
者
団
体
の
育
成
・
強
化（
後

継
者
・
担
い
手
の
育
成
・
支
援
）

②
農
業
再
生
プ
ラ
ン
の
推
進

　
（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
大
豆
等
）

③
付
加
価
値
の
高
い
特
産
物
の
生

産
（
高
設
イ
チ
ゴ
・
立
茎
ア
ス

パ
ラ
等
）

④
町
有
林
及
び
民
有
林
整
備
事
業

の
推
進

⑤
林
道
整
備
事
業
の
推
進
（
汐
見

栄
豊
線
・
右
股
川
線
・
縁
桂
の

沢
花
小
栗
線
）

⑥
森
林
組
合
の
健
全
な
育
成
と
事

業
の
拡
大

⑦
山
村
活
性
化
支
援
事
業
及
び
集

落
支
援
事
業
の
推
進

⑵
漁　

業

①
水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

業
（
乙
部
漁
港
・
乙
部
地
区
）

②
育
て
る
漁
業
の
推
進

　

・
サ
ケ
、
ニ
シ
ン
、
ナ
マ
コ
等

　
　

の
種
苗
放
流
事
業

　

・
ウ
ニ
、
ホ
タ
テ
、
ナ
マ
コ
等

　
　

の
増
養
殖
事
業

③
資
源
の
高
付
加
価
値
化
（
ナ
マ

コ
等
）

⑶
商
工
・
観
光

①
地
域
の
消
費
拡
大
と
地
元
産
出

の
農
林
水
産
物
の
二
次
加
工
の

推
進

②
既
存
企
業
等
の
育
成
強
化

③
観
光
資
源
の
整
備
及
び
関
連
施

設
の
活
用
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
事

業
、
宿
泊
施
設
と
の
連
携
）

④
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
推
進

⑤
新
た
な
製
造
企
業
の
誘
致
と
雇

用
の
場
の
確
保

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ

り
世
代
間
の
人
口
構
造
不
均
衡
が

進
ん
で
い
ま
す
。
前
述
の
福
祉
の

分
野
・
産
業
振
興
・
地
域
の
生
活

基
盤
環
境
整
備
等
の
各
般
の
施
策

を
も
っ
て
現
状
の
課
題
を
解
決
す

る
と
と
も
に
、
総
合
的
に
絡
み
合

う
よ
う
に
展
開
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
促
進
・
各
産
業
の
担
い

手
・
新
規
産
業
創
出
・
地
域
雇
用

の
確
保
に
繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
乙
部

町
の
将
来
を
切
り
開
き
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
と
し
て
乙
部
町
が

存
在
し
、
町
民
皆
様
に
は
暮
ら
し

の
安
全
・
安
心
幸
せ
や
活
力
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
及
び
地
域
振
興
対
策

と
し
て
、
前
述
あ
る
い
は
後
述
の

施
策
と
重
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
以
下
の
施
策
を
進
め
て
ま
い

３
．
暮
ら
し
に
活
力
を
生

み
出
す
施
策

４
．
未
来
に
臨
む
た
め
の

施
策

　昨年度には、縁
桂の沢線や三ツ谷
ふれあいセンター
などの整備が行わ
れ、今年度は、縁
桂森林公園まで続
く「富岡５号線」
の 整 備 な ど を 行
い、住民生活等の
向上に努めます。

道路整備等、住民生活の向上
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新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
行
財
政
改
革
を
着
実
に
推

進
し
、
町
税
等
の
確
保
は
も
と
よ

り
、
補
助
・
交
付
金
制
度
並
び
に

良
質
起
債
の
活
用
に
努
め
、
将
来

の
世
代
に
責
任
を
持
て
る
健
全
な

財
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、

町
の
状
況
を
十
分
認
識
し
知
恵
と

使
命
感
を
も
っ
て
業
務
に
あ
た

り
、
効
果
性
の
高
い
、
あ
る
い
は

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
に

も
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
、
事

業
の
合
理
化
や
適
正
な
受
益
者
負

担
を
お
願
い
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
年
度
予
算
は
、
各
会

計
と
も
歳
入
歳
出
動
向
を
思
慮
に

入
れ
、
町
づ
く
り
に
必
須
な
重
要

施
策
は
積
極
的
に
推
進
す
べ
く
編

成
し
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計

　

38
億
５
千
７
１
８
万
３
千
円

　
（
対
前
年
比　

△
０
・
３
５
％
）

特
別
会
計

　

22
億
２
千
５
３
６
万
６
千
円

　
（
対
前
年
比　

３
・
３
６
％
）

令
和
２
年
度

　
　

当
初
予
算
規
模

り
ま
す
。

　

集
落
支
援
事
業
、
ふ
る
さ
と
会

と
の
連
携
、
ふ
る
さ
と
寄
付
金
事

業
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
、

高
校
生
通
学
費
助
成
事
業
、
地
域

資
源
等
の
有
効
活
用
の
た
め
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
現
在
抱
え
て
い
る
地

域
課
題
の
解
決
、
言
い
換
え
れ
ば

地
域
の
ス
マ
ー
ト
化
に
も
国
や
道

の
動
向
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
調
査

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
長
の
教

育
執
行
方
針
で
述
べ
て
お
り
ま
す

の
で
、
施
設
の
整
備
等
に
つ
い
て

述
べ
ま
す
。

　

新
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
江

差
高
校
に
通
学
す
る
生
徒
に
対
し

て
、
バ
ス
定
期
代
金
の
三
分
の
二

を
助
成
し
ま
す
。

　

貝
子
沢
化
石
公
園
改
修
事
業
に

よ
り
、
今
後
は
海
岸
線
を
含
め
地

層
学
習
や
観
光
資
源
と
し
て
有
効

活
用
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
が
進
み
安
全
面

で
懸
念
さ
れ
る
旧
姫
川
小
学
校
特

別
教
室
解
体
工
事
を
行
い
ま
す
。

⑴
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

①
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
（
学

校
給
食
費
助
成
）

②
江
差
高
校
バ
ス
通
学
生
へ
の
助

成
③
貝
子
沢
化
石
公
園
整
備
事
業

④
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

　

国
・
道
に
よ
る
公
共
事
業
は

益
々
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
社
会
基
盤
整
備
の
充
実
と
と

も
に
、
地
域
産
業
の
振
興
及
び
雇

用
機
会
の
増
大
等
地
域
経
済
へ
の

影
響
が
大
き
い
た
め
、
漁
船
の
安

全
操
業
と
漁
業
生
産
向
上
の
た
め

の
漁
港
整
備
、
地
域
振
興
や
防
災

の
観
点
か
ら
国
道
・
道
道
の
改

良
、
土
地
保
全
の
た
め
の
砂
防
施

設
整
備
や
河
川
維
持
・
海
岸
保
全

等
国
や
道
の
行
う
事
業
へ
の
積
極

的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

①
国
道
改
良
事
業

②
道
道
改
良
事
業（
旭
岱
鳥
山
線
）

③
橋
梁
長
寿
命
化
事
業（
突
符
橋
、

元
和
三
号
橋
）

④
元
和
一
号
線
災
害
防
除
事
業

⑤
富
岡
五
号
線
改
良
舗
装
事
業

⑥
縁
桂
線
改
良
舗
装
事
業

⑦
乙
部
漁
港
（
乙
部
地
区
・
元
和

地
区
）

⑧
治
山
事
業
（
大
岩
地
区
）

⑨
河
川
改
良
事
業（
姫
川
改
修
等
）

　

当
町
の
財
政
運
営
は
、
町
税
等

自
主
財
源
に
乏
し
く
国
や
道
へ
の

依
存
度
が
高
く
、
容
易
に
財
政
の

硬
直
化
を
招
く
構
造
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
長
年
に
わ
た

り
当
町
の
町
政
運
営
は
健
全
財
政

を
重
要
視
し
運
営
さ
れ
、
国
や
道

の
補
助
金
及
び
交
付
金
制
度
の
積

極
的
な
活
用
や
良
質
起
債
の
確
保

は
も
と
よ
り
、
歳
出
に
お
い
て
の

諸
経
費
の
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
が
、
今
日
に
至
る
ま

で
当
町
に
お
い
て
、
自
主
・
自
立

性
を
発
揮
し
て
こ
ら
れ
た
源
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総　
　

額

　

60
億
８
千
２
５
４
万
９
千
円

　
（
対
前
年
比　

０
・
９
８
％
）

　

以
上
、
令
和
二
年
度
の
町
政
に

あ
た
っ
て
の
所
信
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。

　

極
め
て
厳
し
く
先
を
見
通
せ
な

い
社
会
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
町

民
皆
様
の
総
意
を
も
っ
て
自
立
の

意
思
を
明
ら
か
に
し
、
多
く
の
課

題
に
対
し
解
決
に
向
け
勇
気
と
情

熱
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

風
光
明
媚
な
自
然
や
歴
史
に
育

ま
れ
た
文
化
を
、
そ
し
て
、
先
人

の
不
断
の
ご
努
力
に
よ
り
築
き
来

ら
れ
た
乙
部
町
を
次
の
世
代
が
希

望
を
も
っ
て
継
承
で
き
る
た
め

に
、
健
全
な
財
政
運
営
を
念
頭
に

置
き
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
安
全
・
安
心
で
持
続
的
に
発
展

す
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
、
議
会
議
員
の
皆

様
に
は
、
何
卒
一
層
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
令
和
二
年
度
の
町
政
執

行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

５
．
豊
か
な
心
と
体
を
育

む
施
策

Ⅲ 

開
発
事
業
の
促
進

Ⅳ 

行
財
政
運
営

お
わ
り
に
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て
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
令
和
二
年
度
、
中

学
校
で
は
令
和
三
年
度
か
ら
新
学

習
指
導
要
領
「
社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
」
を
実
践
す
る
と
い
う

理
念
の
も
と
、
新
学
習
指
導
要
領

で
示
さ
れ
た
教
育
課
程
に
お
い
て
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機

関
が
連
携
し
、
安
心
・
安
全
な
教

育
環
境
の
も
と
、
児
童
生
徒
が
自

ら
の
夢
や
希
望
を
実
現
す
る
力
を

育
む
学
校
教
育
の
充
実
を
基
本
方

針
と
し
て
、
次
の
七
つ
の
重
点
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴
確
か
な
学
力
の
育
成

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
主
体

的
に
学
ぶ
意
欲
・
態
度
を
基
盤
と

す
る
習
得
・
活
用
・
探
求
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
確
か
な
学
力
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
児
童

　

令
和
二
年
乙
部
町
議
会
第
一
回

定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
教
育

委
員
会
が
所
管
す
る
行
政
の
執
行

に
つ
い
て
、
そ
の
方
針
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

全
国
の
多
く
の
自
治
体
が
抱
え

る
共
通
の
問
題
に
、
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
が
あ
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
労
働
環
境
の
変
化
に
伴
う

働
き
方
改
革
も
広
く
社
会
生
活
の

中
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
速

度
的
に
変
化
す
る
暮
ら
し
の
中

で
、
町
民
一
人
一
人
が
主
体
的
に

社
会
と
関
わ
り
、
活
力
あ
る
地
域

社
会
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
把
握
し
た

上
で
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
乙
部
町
教
育
大
綱
に
示

さ
れ
た
二
つ
の
基
本
指
針
で
あ
る

「
学
校
教
育
の
充
実
」「
社
会
教
育

の
充
実
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
下
、
本
年
度
の
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

予
想
を
超
え
る
様
々
な
社
会
変
化

の
中
で
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち

に
と
っ
て
、
今
後
、
変
化
が
激
し

く
予
測
困
難
な
時
代
の
中
、「
確

か
な
学
力
」
は
も
と
よ
り
、「
豊

か
な
心
」「
健
康
な
体
」
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
的
確

に
把
握
し
、
授
業
改
善
の
確
立
を

図
り
な
が
ら
「
確
か
な
学
力
」
を

育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
育
て
た
い
学
力
の
明
確
化

　

新
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た

内
容
が
、
確
か
な
学
力
と
し
て
定

着
す
る
よ
う
に
、
小
中
学
校
に
お

令 和 ２ 年 度

教育行政執行方針

～
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
の
も
と
、
確
か
な
学
力

　

を
身
に
つ
け
、
豊
か
な
心
と
健
康
な
体
を
育
む
～

※この教育行政執行方針
は、令和２年３月１１日
開会の第１回町議会定例
会で、冒頭に教育長が述
べたものです。

Ⅱ 
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

Ⅰ 

は
じ
め
に

　学年により外国語に
関する授業が導入され
る中、今年度も引き続
きＡＬＴによる授業を
行い、外国語によるコ
ミュニケーション能力
の向上や異国文化に触
れる機会を増やす取組
を行います。

外国語指導助手
（ALT）による授業
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け
る
組
織
的
な
授
業
改
善
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
学
力
調
査
結
果

の
分
析
を
活
用
し
て
、
子
供
一
人

一
人
の
状
況
に
対
応
し
た
指
導
方

法
の
工
夫
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
学
校
間
の
連
携

　

義
務
教
育
九
年
間
の
学
び
と
育

ち
を
継
続
的
に
指
導
・
支
援
で
き

る
よ
う
に
小
小
・
小
中
学
校
の
連

携
し
た
取
組
を
推
進
す
る
ほ
か
、

各
教
科
の
系
統
性
を
整
理
し
、
児

童
生
徒
の
発
達
段
階
に
即
し
た
学

習
指
導
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
言
語
能
力
を
育
成
す
る
読
書
活

動
の
推
進

　

学
力
向
上
の
前
提
と
な
る
力
の

一
つ
に
言
語
能
力
が
あ
り
ま
す
。

学
ん
だ
こ
と
を
整
理
し
、
周
囲
に

向
け
て
表
現
し
て
い
く
言
語
能
力

は
、
読
書
活
動
と
の
関
連
性
が
報

告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蔵
書

配
置
の
工
夫
や
本
へ
の
興
味
関
心

を
高
め
る
環
境
を
整
備
す
る
な

ど
、
小
中
学
校
に
お
け
る
読
書
活

動
の
支
援
と
充
実
を
推
進
い
た
し

ま
す
。

⑵
豊
か
な
心
の
育
成

　

変
化
の
時
代
を
た
く
ま
し
く
生

き
る
自
立
心
や
、
人
や
社
会
と
協

調
し
て
生
き
る
社
会
性
な
ど
の
豊

か
な
心
を
育
む
た
め
の
教
育
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
道
徳
教
育
の
充
実

　

道
徳
教
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
児
童
生
徒
の
実
態
や
学
校
課

題
に
応
じ
て
、
自
他
の
生
命
や
人

権
を
尊
重
す
る
心
、
規
範
意
識
や

公
徳
心
、
自
然
を
愛
す
る
心
な
ど

の
道
徳
的
指
導
事
項
の
重
点
化
を

図
る
と
と
も
に
、
自
分
の
考
え
を

し
っ
か
り
と
も
っ
て
自
立
で
き
る

よ
う
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
を
含

む
す
べ
て
の
教
育
活
動
に
お
い
て

組
織
的
・
計
画
的
に
指
導
し
て
ま

い
り
ま
す
。

②
生
徒
指
導
の
充
実

　

い
じ
め
、
不
登
校
、
虐
待
な
ど
、

児
童
生
徒
が
心
に
不
安
や
不
満
を

抱
え
る
深
刻
な
事
態
が
全
国
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
日

常
的
な
生
活
相
談
や
行
動
観
察
、

様
々
な
調
査
結
果
の
分
析
な
ど
を

通
し
て
、
事
態
が
深
刻
化
・
複
雑

化
す
る
前
に
、
適
切
に
対
応
す
る

生
徒
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶
健
康
な
体
の
育
成

　

夢
や
希
望
を
も
っ
て
、
充
実
し

た
生
活
を
送
る
土
台
と
な
る
健
康

な
体
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
様
々
な
調
査
結
果
の
分
析
情
報

の
有
効
活
用

　

体
力
・
運
動
能
力
調
査
や
、
生

活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
調
査
な
ど
が

継
続
さ
れ
て
お
り
、
経
年
変
化
の

分
析
情
報
か
ら
取
り
組
む
べ
き
項

目
を
整
理
し
て
、
効
率
的
な
体
力

作
り
や
生
活
の
見
直
し
を
小
中
学

校
に
お
い
て
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

②
食
育
及
び
安
全
・
安
心
な
給
食

　

担
任
と
栄
養
教
諭
が
連
携
し
、

食
に
関
す
る
興
味
・
関
心
を
高

め
、
健
康
や
体
作
り
と
関
連
さ
せ

た
学
習
指
導
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
個
々
の

ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
を
保
護
者
及
び

学
校
と
共
有
し
な
が
ら
、
安
全
で

安
心
な
給
食
の
提
供
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

⑷
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
の

推
進

　

児
童
生
徒
が
、
や
が
て
出
会
う

地
域
社
会
と
向
き
合
い
な
が
ら
学

ぶ
、
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
桧
山
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
全
道
へ
き
地
複
式
教
育

研
究
大
会
を
通
じ
、
複
式
教
育
の

振
興
に
努
め
ま
す
。

①
学
校
運
営
協
議
会
の
活
動
支
援

　

乙
部
中
学
校
で
は
、
学
校
運
営

協
議
会
が
、
令
和
二
年
四
月
か
ら

活
動
を
開
始
し
ま
す
。
学
校
運
営

協
議
会
は
、
学
校
の
教
育
目
標
や

ビ
ジ
ョ
ン
を
学
校
と
共
有
す
る
と

と
も
に
、
教
育
委
員
会
や
校
長
に

学
校
運
営
に
関
わ
る
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
一
定
の
権
限
を

有
す
る
合
議
制
の
機
関
で
あ
り
ま

す
。
中
学
校
及
び
地
域
の
実
情
を

参
加
者
間
で
協
議
し
、
地
域
の
学

校
と
し
て
の
取
組
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

②
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

乙
部
町
が
有
す
る
豊
か
な
自

然
、
多
様
な
産
業
、
特
色
あ
る
教

育
・
文
化
施
設
な
ど
、
地
域
の
教

育
力
を
最
大
限
に
生
か
し
、
児
童

　防災学習や自転車講
習、交通安全運動活動
などを通して、児童一
人一人が交通ルールな
どを学び、危機管理能
力を高め、事件や事故
に巻き込まれないよう
努めます。

　例年行っている田植
え・ 稲 刈 り 体 験 や サ
ケの定置網漁等の体験
など、乙部町の豊かな
自然や資源を活かした
体験活動を積極的に行
い、ふるさと乙部を大
切に思う心を育みます。

危機管理能力を
高める活動

ふるさとの資源を
活かした体験活動
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生
徒
に
ふ
る
さ
と
乙
部
を
大
切
に

思
う
心
を
育
む
、
ふ
る
さ
と
教
育

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑸
特
別
支
援
教
育
の
充
実

①
個
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
教
育

支
援
体
制
の
充
実

　

小
中
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援

学
級
の
在
籍
児
童
生
徒
数
は
、
増

加
し
て
い
る
と
と
も
に
、
通
常
学

級
に
在
籍
す
る
個
別
の
支
援
を
要

す
る
児
童
生
徒
数
も
増
え
て
い
る

状
況
で
す
。
適
切
な
指
導
・
支
援

を
進
め
て
い
く
た
め
に
学
校
・
家

庭
・
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
一

人
一
人
の
実
態
に
応
じ
た
教
育
支

援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
専
門
性
を
高
め
、
共
通
理
解
を

進
め
る
研
修

　

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
免
許

の
取
得
や
、
対
外
的
な
研
修
へ
の

参
加
奨
励
を
進
め
る
と
と
も
に
、

校
内
全
て
の
教
員
が
情
報
を
共
有

し
、
共
通
の
対
応
が
で
き
る
よ
う

校
内
支
援
体
制
の
更
な
る
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑹
今
日
的
教
育
課
題
へ
の
対

応
①
英
語
教
育

　

令
和
二
年
度
か
ら
小
学
校
五
・

六
年
生
の
「
英
語
」
が
教
科
と
し

て
、三
・
四
年
生
に「
外
国
語
活
動
」

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
外
国

語
指
導
助
手
を
積
極
的
か
つ
効
率

的
に
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め

て
ま
い
り
ま
す
。

②
防
災
及
び
安
全
に
関
す
る
教
育

　
「
乙
部
町
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

等
を
活
用
し
た
義
務
教
育
九
年
間

の
防
災
教
育
を
通
し
て
、
自
ら
の

力
で
状
況
に
応
じ
た
判
断
や
行
動

を
と
り
、
危
機
を
回
避
す
る
力
を

身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
高
い
防

災
意
識
を
持
た
せ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
と
連
携
し
「
一

日
防
災
学
校
」
を
乙
部
小
学
校
で

行
い
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
行
動

す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、
防
災

教
育
に
つ
い
て
も
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

③
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
向
け

た
取
組
の
継
続

　

小
中
学
校
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
各

種
の
避
難
訓
練
な
ど
を
計
画
的
に

実
施
す
る
ほ
か
、
不
審
者
か
ら
身

を
守
る
た
め
の
指
導
と
対
策
に
つ

い
て
は
、
子
供
た
ち
が
適
切
に
退

避
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
継
続
指
導
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
よ
る
被

害
防
止
や
情
報
モ
ラ
ル
の
育
成
を

図
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
防
犯
教
室
や
講
習
会
、
学
習

会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

④
教
職
員
の
働
き
方
改
革

　

文
部
科
学
省
が
示
し
た
指
針
に

基
づ
き
、
小
中
学
校
の
実
情
を
把

握
し
な
が
ら
、
教
職
員
が
心
身
共

に
健
康
で
業
務
を
推
進
で
き
る
環

境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
の
勤
務
時
間
を

客
観
的
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

健
康
管
理
の
充
実
と
教
職
員
が
児

童
生
徒
と
向
き
合
え
る
時
間
を
確

保
し
、
教
育
活
動
に
専
念
で
き
る

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

⑺
教
育
環
境
の
充
実

①
学
校
給
食
費
の
軽
減

　

社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
す

る
新
た
な
施
策
と
し
て
、
引
き
続

き
学
校
給
食
費
を
軽
減
し
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
環

境
の
整
備

　

小
中
学
校
で
は
、
実
物
投
影
機

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
教
育
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和

二
年
度
か
ら
小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
が
開
始
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
教
員
の
研
修
と
あ
わ
せ
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

③
児
童
生
徒
へ
の
就
学
支
援

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
へ
の
援

助
で
あ
る
、
要
・
準
要
保
護
児
童

生
徒
就
学
援
助
費
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
新
入
学
前
に
学
用
品
費
を

支
給
す
る
支
援
の
充
実
を
図
っ
て

　絵画や書道、手芸な
ど、一人一人の感性を
豊かにする芸術文化活
動を推進するため、毎
年行っている町民文化
祭で作品展示を行い、
町民から作品の応募を
受け付けています。

感性を豊かにする
芸術文化の推進

　町民皆様が運動を通
じて心身ともに健康的
な生活を過ごせるよう、
町民体育館や町民プー
ルを運営するほか、町
民体育館内のトレーニ
ング室も開放し、日々
の運動習慣を図ります。

心身ともに
健康的な生活を図る
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ま
い
り
ま
す
。

④
乙
部
町
立
学
校
適
正
配
置
計
画

　

学
校
は
、
歴
史
と
と
も
に
地
域

社
会
と
の
深
い
結
び
つ
き
を
持
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
と
の
議
論
を
深
め
つ

つ
、
今
後
に
お
い
て
は
、「
乙
部

町
立
学
校
適
正
配
置
計
画
」
に
基

づ
き
、
子
供
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
し
て
い
く
上
で
望
ま
し
い
教
育

環
境
を
考
え
、
町
立
学
校
の
適
正

配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

町
民
が
潤
い
と
生
き
が
い
を
感
じ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

生
涯
を
通
じ
て
学
び
、
そ
の
成
果

を
生
か
せ
る
環
境
を
整
え
る
べ

く
、
次
の
五
つ
の
重
点
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴
青
少
年
の
健
全
育
成

　

心
身
共
に
健
や
か
で
、
柔
軟
か

つ
多
様
な
価
値
観
を
身
に
付
け
た

人
間
性
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
に

つ
い
て
は
、
通
学
合
宿
な
ど
の

様
々
な
体
験
活
動
を
実
施
し
、
規

則
正
し
い
生
活
習
慣
の
基
本
で
あ

る
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
人
や

自
然
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
の
豊

か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
育
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

⑵
生
涯
学
習
環
境
の
充
実

　

学
び
は
個
人
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
町
民
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
学
習
環

境
の
充
実
の
た
め
、
各
種
サ
ー
ク

ル
や
団
体
、
関
係
機
関
と
連
携
し

た
事
業
を
実
施
し
、
町
民
の
学
び

や
体
験
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に

学
習
情
報
の
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

⑶
芸
術
・
文
化
の
振
興

　

人
の
感
性
を
豊
か
に
し
、
社
会

生
活
に
潤
い
と
活
力
を
与
え
る
芸

術
・
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

芸
術
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る

方
々
や
団
体
と
の
連
携
を
深
め
活

動
支
援
に
よ
り
芸
術
・
文
化
の
振

興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ

る
貝
子
沢
化
石
公
園
の
展
望
階
段

改
修
を
実
施
し
、
体
験
学
習
公
園

と
し
て
観
光
な
ど
と
の
有
機
的
な

活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑷
公
民
館
機
能
の
充
実

①
文
化
財
の
保
護

　

郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
調
査
・

保
存
・
活
用
を
図
り
、
町
内
の
指

定
文
化
財
の
保
護
活
動
を
適
切
に

実
施
し
、
町
民
が
地
域
の
伝
統
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

②
図
書
室
の
充
実

　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
幅
広
い
図
書
室
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
各
種
の
事
業
を
実
施
し
、

町
民
の
生
涯
に
わ
た
る
読
書
環
境

の
工
夫
と
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
」
利
用
で
き
る
図
書
室

を
目
指
し
、
各
団
体
や
関
係
機
関

な
ど
と
連
携
し
、
町
民
の
交
流
の

場
と
し
て
一
層
親
し
ま
れ
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑸
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

　

す
べ
て
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
生

涯
に
わ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

通
じ
て
心
身
と
も
に
健
康
で
活
力

あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
年
代
や
目
的
に
応
じ
た

様
々
な
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
個
人
の

競
技
力
と
意
欲
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
全
道
大
会
や
全
国
大
会

へ
出
場
す
る
際
の
費
用
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

助
成
に
基
づ
く
支
援
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

町
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
基
盤
を

支
え
る
乙
部
町
体
育
協
会
や
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
の
組
織
の
充

実
を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

が
実
施
す
る
行
事
や
各
種
大
会
へ

の
協
力
並
び
に
組
織
運
営
の
支
援

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
二
年
度
の
教
育
行

政
の
執
行
に
関
す
る
主
要
な
方
針

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
お
き
ま
し

て
は
、
児
童
生
徒
に
自
立
し
た
社

会
人
と
し
て
人
や
社
会
と
共
に
生

き
て
い
く
資
質
・
能
力
を
育
成
す

る
こ
と
、
社
会
教
育
の
充
実
に
お

き
ま
し
て
は
、
町
民
が
生
活
に
潤

い
と
生
き
が
い
を
感
じ
る
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
健

康
と
体
力
の
維
持
・
増
進
を
図
る

施
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

に
、
総
合
教
育
会
議
等
で
町
長
と

相
互
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
の

使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
町
議
会

議
員
の
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ⅲ 

社
会
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

Ⅳ 

む
す
び
に

　児童から高齢者まで

幅広い世代が楽しみな

がら利用できる図書室

を目指し、多種多様な

図書を用意し、町民が

気軽に訪れる読書環境

の整備に努めます。

充実した
読書環境の整備
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春
の
訪
れ
と
と
も
に
令
和
二
年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

三
月
十
一
日
か
ら
開
催
さ
れ
た

乙
部
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

令
和
二
年
度
の
各
会
計
予
算
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
三
十
八
億

五
千
七
百
十
八
万
三
千
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
か
ら
千
三
百
五
十

三
万
二
千
円
（
前
年
度
比
〇
・
三

五
％
減
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
国
保
、
後

期
高
齢
者
、
介
護
保
険
、
簡
易
水

道
、
公
共
下
水
道
、
漁
業
集
落
排

水
、
病
院
）
の
総
額
は
、
二
十
二

億
二
千
五
百
三
十
六
万
六
千
円
と

な
り
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
合

わ
せ
て
六
十
億
八
千
二
百
五
十
四

万
九
千
円（
前
年
度
比
〇
・
九
八
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
全
体
の
四
十
八
・
三

九
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
十

八
億
六
千
六
百
七
十
二
万
四
千
円

と
前
年
度
か
ら
千
六
百
九
十
三
万

九
千
円
の
増
額
。
国
庫
支
出
金
が

三
億
五
千
二
十
一
万
二
千
円
と
前

年
度
よ
り
一
億
千
二
百
五
十
九
万

七
千
円
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

る
お
金
（
町
債
）
が
六
億
二
千
二

百
五
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
高
校
生
の
バ
ス
通

学
費
の
支
援
と
路
線
バ
ス
の
利
用

促
進
を
図
る
た
め
の
高
校
生
通
学

費
補
助
事
業
な
ど
を
総
務
費
へ
、

民
生
費
は
老
人
福
祉
や
児
童
福

祉
、
障
が
い
者
福
祉
な
ど
を
合
わ

せ
六
億
五
千
二
十
三
万
八
千
円
、

土
木
費
で
は
継
続
事
業
を
中
心
と

し
た
町
道
の
整
備
な
ど
六
億
千
百

八
十
九
万
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
消
防
費
で
は
、
防
災
無

線
改
修
事
業
な
ど
に
三
億
七
千
四

百
三
十
八
万
二
千
円
、
教
育
費
で

は
貝
子
沢
化
石
公
園
改
修
事
業
を

計
上
し
三
億
二
千
五
百
六
十
九
万

六
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

予
算
概
要

予
算
概
要

令和２年度
歳　
　
　

入

歳　
　
　

出

令和２年度一般会計予算額は

歳
出

歳
入

諸収入
2.05％

道支出金 4.68％

国庫支出金
9.08％

町債
16.14％

繰入金 4.15％

町税
7.04％

農林水産業費 7.70％

総務費
14.56％

衛生費
8.85％

消防費
9.71％

土木費
15.86％

民生費
16.86％

公債費
14.37％

その他
1.78％

教育費
8.44％

地方交付税
48.39％

その他
 8.47％

商工費 1.87％

38億
　5,718万3千円
38億
　5,718万3千円
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特別会計予算額は
 ２２億
　２，５３６万６千円

科　　目 予　算　額 前年度対比
町 税 2億7,158万2千円 496万7千円

地方交付税 18億6,672万4千円 1,693万9千円

国庫支出金 3億5,021万2千円 △1億1,259万7千円

道 支 出 金 1億8,045万6千円 △899万2千円

繰 入 金 1億5,995万7千円 2,949万5千円

諸 収 入 7,903万3千円 △3,780万5千円

町 債 6億2,250万円 1億2,097万2千円

そ の 他 3億2,671万9千円 △2,651万1千円
合　　　計 38億5,718万3千円 △1,353万2千円

科　　目 予　算　額 前年度対比
総 務 費 5億6,143万5千円 △7,942万9千円
民 生 費 6億5,023万8千円 △3,879万6千円
衛 生 費 3億4,127万3千円 △309万1千円
農林水産業費 2億9,685万2千円 △3,074万8千円
商 工 費 7,232万7千円 213万4千円
土 木 費 6億1,189万1千円 △1億3,900万5千円
消 防 費 3億7,438万2千円 2億2,051万5千円
教 育 費 3億2,569万6千円 4,830万5千円
公 債 費 5億5,447万3千円 105万3千円
そ の 他 6,861万6千円 553万円
合　　　計 38億5,718万3千円 △1,353万2千円

会　　計 予　算　額 前年度対比
国民健康保事業特別会計 4億8,624万8千円 △233万5千円
後期高齢者医療特別会計 7,134万円 389万8千円
介 護 保 険 特 別 会 計 8億1,983万9千円 4,540万3千円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1億1,959万4千円 2,356万7千円
公共下水道事業特別会計 1億6,375万6千円 △1,915万7千円
漁業集落排水事業特別会計 2,273万8千円 △787万3千円
国民健康保険病院事業会計 5億4,185万1千円 2,914万2千円

合　　　　計 22億2,536万6千円 7,264万5千円

予算計上の主な事業〈一般会計〉

歳　出 歳　入

◆財産の適正管理 （１，０７４万７千円）
　公共施設等個別施設計画策定、町有住宅解体工事など
◆ふるさと及び地域振興対策 （８，５９０万３千円）
　自治会・町内会街灯料補助金、ふれあい交流盆踊り推

進事業交付金、地域資源利活用事業補助金、ふるさと
寄付金事業、地域おこし協力隊事業、高校生通学費補
助事業、移住体験住宅事業など

◆医療・保健体制の整備 （1億６，７１８万３千円）
　国民健康保険病院事業会計繰出金、へき地患者輸送車

の運行・管理、道南ドクターヘリ運行経費負担金など
◆健康の保持増進 （２，５６９万２千円）
　疾病予防対策、健康づくり推進協議会補助金、乳幼児

等健診事業など
◆老人福祉対策 （１億４，２０３万円）
　老人の生きがい対策、長寿祝金の支給、高齢者医療対

策、老人保護措置費、高齢者ふれあいセンター管理運
営費など

◆児童福祉対策 （１億１，９１９万１千円）
　保育園運営費、保育園保育料等補助金、児童手当の給

付、こども医療給付事業など
◆障害者福祉対策 （１億７，３２１万４千円）
　障害者自立支援給付事業、重度心身障害者医療給付事

業など
◆塵芥・し尿処理対策 （７，５３５万６千円）
　南部桧山衛生処理組合負担金、資源ごみリサイクル運

動推進事業、浄化槽設置促進事業補助金、廃棄物不法
投棄対策

◆農業の振興 （１，３０１万９千円）
　農業再生プラン、経営所得安定対策推進事業、多面的

機能支払事業など

◆林業の振興 （１億４，９２４万６千円）
　町有林整備事業、民有林整備事業、林業振興資金貸付

金、林業生産基盤整備道汐見栄豊線開設事業、林業専
用道右股川沿線開設事業、地方創生道整備推進交付金
事業など

◆漁業の振興 （２，４１９万２千円）
　水産業基盤整備、栽培漁業定着特別推進事業補助金、

檜山管内水産振興対策協議会負担金、秋サケ資源増大
対策事業運営費補助金、潜水漁業推進機器整備事業補
助金など

◆観光資源及び関連施設の活用 （３，６４４万６千円）
　自然環境活用センター管理運営費、フェスティバル振

興奨励補助金、広域観光推進事業、温泉供給施設の維
持管理など

◆公園等の維持管理 （９８６万７千円）
　公園等の維持管理、シラフラ眺望スペース駐車場整備、

鮪ノ岬石碑修繕
◆生活道路の整備 （４億３，５２４万６千円）
　橋梁長寿命化修繕事業、元和１号線災害防除事業、地

方創生道整備推進交付金事業、緑町４号線改良事業基
本計画策定など

◆住宅環境設備 （３，２２６万４千円）
　町営住宅の保全、公営住宅解体事業など
◆消防防災施設の整備 （３億７，３８０万３千円）
　檜山広域行政組合負担金、防災行政用無線の維持管理、

防災行政用無線設備改修事業、道総合行政情報ネット
ワーク設備改修事業負担金、防災ハンドブック改訂など

◆学校教育の充実 （１億４０４万２千円）
　設備備品及び教材教具の整備、児童・生徒就学援助対

策、学校給食の充実、語学（英語）指導助手の招致、
スクールバスの運行など

◆文化施設の充実 （７，２０８万２千円）
　貝子沢化石公園改修事業、公民館・図書室の管理運営など



〔12〕

　

三
月
三
十
日
に
ひ
や
ま
漁
業
協

同
組
合
乙
部
支
所
ナ
マ
コ
協
議
会

で
加
工
・
販
売
し
て
い
る
乾
燥
ナ

マ
コ
「
檜
山
海
参
（
ヒ
ヤ
マ
ハ
イ

シ
ェ
ン
）」
が
、
農
林
水
産
省
が

定
め
る
地
理
的
表
示
保
護
制
度

（
Ｇ
Ｉ
）
の
対
象
産
品
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
生
産
方
法
や
生

産
地
等
の
特
性
が
、
品
質
等
の
特

性
に
結
び
つ
い
て
い
る
産
品
の
名

称
を
知
的
財
産
と
し
て
登
録
し
、

生
産
業
者
の
利
益
の
保
護
を
図
る

制
度
で
す
。

　

檜
山
地
域
は
、
ナ
マ
コ
の
生
育

環
境
に
適
し
て
お
り
、
檜
山
海
参

は
漁
業
者
が
自
ら
種
苗
放
流
か
ら

漁
獲
、
加
工
、
販
売
ま
で
行
い
、

古
く
か
ら
原
産
地
や
生
産
方
法
を

明
確
に
し
て
お
り
、
中
華
料
理
の

専
門
家
等
か
ら
は
高
級
食
材
と
し

て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

檜
山
海
参
の
加
工
・
販
売
を
担

当
し
て
い
る
ひ
や
ま
漁
業
協
同
組

合
乙
部
地
区
ナ
マ
コ
振
興
協
議
会

の
日
沼
賢
澄
加
工
部
門
長
は
「
Ｇ

Ｉ
の
登
録
に
よ
り
、
模
倣
品
等
と

の
区
別
が
つ
き
、
不
正
使
用
も
国

が
取
り
締
ま
っ
て
く
れ
る
の
で
安

心
で
き
る
。
ま
た
、
国
の
お
墨
付

き
と
い
う
こ
と
で
、
大
手
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
増
え
、
今
後
の
商

談
の
強
み
に
も
な
り
、
販
路
の
拡

大
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
期
待

し
て
い
る
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
登
録
で
は
、
全
国
で
檜

山
海
参
を
含
め
六
品
が
登
録
さ

れ
、
北
海
道
で
は
四
品
目
の
登
録

と
な
り
ま
し
た
。

地
理
的
表
示
保
護
制
度（
Ｇ
Ｉ
）に

『
檜
山
海
参（
ヒ
ヤ
マ
ハ
イ
シ
ェ
ン
）』登
録
！

檜山海参と日沼賢澄加工部門長

タブレットを見せる石田啓司氏

道
の
駅
ル
ー
ト
２
２
９
元
和
台
が
外
国
人
観
光
案
内
所
に
認
定
！

縁
桂
が
も
た
ら
し
た
「
縁
」
に
感
謝
！

　

三
月
三
十
一
日
付
で
、
道
の
駅

ル
ー
ト
２
２
９
元
和
台
が
外
国
人

観
光
案
内
所
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
認
定
制
度
は
、
独
立
行
政

法
人
国
際
観
光
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
、
日
本
政
府
観
光
局
）
で
、

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
パ
ー
ト

ナ
ー
施
設
に
分
け
、
外
国
人
向
け

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
よ
り
認
定

外
国
人
観
光
案
内
所
の
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
で
、
近
年
、
増
加
し

て
い
る
外
国
人
観
光
客
の
利
用
の

促
進
や
機
能
充
実
・
質
の
向
上
等

　

四
月
七
日
に
中
国
の
湖
南
省
張

家
界
市
よ
り
乙
部
町
へ
、
マ
ス
ク

二
千
枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

乙
部
町
と
張
家
界
市
で
は
、
平

成
十
七
年
に
同
じ
「
連
理
の
木
」

と
し
て
、
乙
部
町
の
「
縁
桂
」
と

張
家
界
市
の
「
重
歓
木
（
じ
ゅ
う

か
ん
ぼ
く
）」
を
友
好
姉
妹
樹
と

し
て
締
結
し
て
お
り
、
両
木
の
保

全
と
各
分
野
の
交
流
・
発
展
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
新

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
テ
ゴ
リ
ー
１
で
は
、
常
駐
で

な
く
と
も
何
ら
か
の
方
法
で
英
語

対
応
が
可
能
で
、
地
域
の
案
内
を

提
供
で
き
る
も
の
と
さ
れ
、
道
の

駅
で
は
、
翻
訳
ア
プ
リ
を
導
入
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
設
置
し
、
外
国

人
観
光
客
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
を
管
理
し
て
い
る
石
田

啓
司
氏
は
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
設
置

に
よ
り
、
対
応
へ
の
不
安
が
な
く

な
っ
た
。
多
く
の
外
国
人
観
光
客

が
気
軽
に
訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
に

期
待
し
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
が
中
国
で

発
症
し
た
際
に
は
、
乙
部
町
か
ら

張
家
界
市
へ
マ
ス
ク
七
百
八
十
枚

を
寄
贈
し
て
お
り
、
困
難
な
状
況

で
も
、
お
互
い
に
助
け
合
い
の
心

を
大
切
に
し
、
今
回
の
件
で
よ
り

両
市
町
の
友
好
関
係
が
深
ま
り
ま

し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
マ
ス
ク
は
、
病
院

や
学
校
な
ど
、
必
要
と
さ
れ
る
施

設
等
へ
配
布
す
る
予
定
で
す
。
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こ
の
数
年
、
四
月
と
い
え
ば
新

緑
の
季
節
！
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

が
す
っ
か
り
染
み
付
い
て
い
ま
し

た
が
、
周
り
を
見
渡
す
と
広
葉
樹

は
裸
の
ま
ま
。
目
に
つ
く
緑
は
ま

だ
針
葉
樹
ば
か
り
で
す
。
思
え
ば

高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
十
八
年

間
は
同
じ
道
南
地
域
で
過
ご
し
て

い
た
と
い
う
の
に
、
如
何
に
注
意

力
を
持
た
ず
生
活
を
し
て
い
た
の

か
と
少
し
後
悔
し
て
い
ま
す
。
地

域
に
よ
る
季
節
感
の
違
い
を
知
る

た
び
、
日
本
は
面
白
い
国
だ
な
と

改
め
て
感
じ
て
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
さ
ん
子
が
本
州
の
人

よ
り
少
し
得
だ
な
と
思
う
こ
と
の

一
つ
に
桜
の
開
花
が
あ
り
ま
す
。

何
故
な
ら
、
桜
前
線
は
徐
々
に
南

か
ら
や
っ
て
来
る
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
私
は
出
席
番
号
が

一
番
に
な
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
、
授
業
で
当
て
ら
れ
る
こ
と
や

予
防
接
種
な
ど
、
順
番
に
巡
っ
て

く
る
嫌
な
こ
と
は
不
安
を
感
じ
る

間
も
な
く
、
あ
っ
と
言
う
間
に
過

ぎ
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
嫌
な
こ
と
は
す
ぐ
に
立
ち
去

る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
の
で

す
が
、
楽
し
み
な
こ
と
は
徐
々
に

迫
っ
て
き
た
方
が
、
待
っ
て
い
る

と
き
の
楽
し
み
も
加
わ
り
、
そ
の

瞬
間
が
訪
れ
た
と
き
の
喜
び
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
残
念
な
が
ら
今
年
の
春
は
い

つ
も
の
よ
う
に
穏
や
か
な
気
持
ち

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
桜
は
毎
年
咲
き

ま
す
し
、
今
年
も
咲
い
て
く
れ
て

い
ま
す
。
大
勢
で
わ
い
わ
い
と
見

る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
じ
っ

と
桜
を
見
て
い
れ
ば
元
気
に
な
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先

が
見
え
ず
長
期
戦
に
な
り
そ
う
で

す
が
、
今
後
も
手
洗
い
・
う
が
い
、

食
事
と
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
っ
て

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

　

さ
て
、
話
は
変
わ
っ
て
皆
さ
ん

は
日
頃
、
距
離
を
意
識
し
て
生
活

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
私
は

最
近
、
二
つ
の
距
離
が
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
歩
く
距
離
で
す
。
私

は
乙
部
町
に
来
る
ま
で
は
、
地
下

鉄
で
通
勤
し
、
現
場
に
出
る
こ
と

も
あ
り
、
少
な
く
て
も
一
日
に

一
万
歩
は
歩
い
て
い
た
の
で
す

が
、
乙
部
町
で
は
、
車
で
の
移
動

が
多
く
、
最
近
は
事
務
作
業
が
中

心
な
た
め
、
明
ら
か
な
運
動
不
足

で
す
。
そ
の
証
拠
と
し
て
久
し
ぶ

り
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
歩
数
計

を
立
ち
上
げ
て
み
る
と
、
二
千
歩

し
か
歩
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
す
が
に
危
機
感
を
持
ち
少
し

調
べ
た
と
こ
ろ
、
乙
部
町
に
は
北

海
道
等
に
認
定
さ
れ
た
「
す
こ
や

か
ロ
ー
ド
」
が
三
コ
ー
ス
も
あ
る

の
で
す
ね
。
ど
の
コ
ー
ス
も
一
時

間
弱
で
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
の
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ

を
片
手
に
ま
ず
は
こ
の
三
コ
ー
ス

を
歩
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
距
離
は
、
食
べ
物
に

関
す
る
距
離
で
す
。
皆
さ
ん
は

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
と
い
う
言
葉

を
ご
存
知
で
す
か
？
フ
ー
ド
マ
イ

レ
ー
ジ
と
は
、
食
べ
物
が
運
ば
れ

て
き
た
距
離
を
表
す
も
の
で
、
地

産
地
消
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
身
近
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と

で
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
で
き
る

と
い
う
考
え
で
す
。

　

私
は
こ
の
数
年
、
外
食
や
コ
ン

ビ
ニ
弁
当
が
中
心
で
、
恥
ず
か
し

な
が
ら
自
炊
を
ほ
と
ん
ど
行
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
乙

部
町
に
来
て
か
ら
は
北
海
道
の
お

米
を
自
宅
で
炊
き
、
道
内
で
採
れ

た
野
菜
や
魚
を
食
べ
る
機
会
が
増

え
、
先
日
も
格
安
の
外
国
産
が
並

ぶ
中
、
乙
部
町
産
の
ア
ス
パ
ラ
を

購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、環
境
の
こ
と
を
考
え
、

積
極
的
に
地
場
産
の
食
材
を
戴
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
　
　
　

明
石　

啓
章

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.69

お父さん＝
　　　　　　大川　友樹さん
お母さん＝
　　　　　　　　　綾子さん
ぼくは
　 １歳６ヶ月の男の子です。

名前の由来＝
　向

ひ ま わ り

日葵の花が太陽に向かっ
てまっすぐ成長するように、
家族の太陽のような兄の背中
を追って、周りを明るくし、
元気にたくましく育ってほし
いと思ってつけました。
両親の願い＝
　元気いっぱい明るく、心の
優しい子になってほしいです。

お父さん＝
　　　　宮田　信幸さん

お母さん＝
　　　　　　　　恵美さん

ぼくは
　１歳８ヶ月の男の子です。

名前の由来＝
　お兄ちゃんと同じ字を使っ
て決めました。
両親の願い＝
　元気で明るく強い子に育っ
てほしいです。

大川　葵
あおと

士くん

（緑　町）
宮田　透

ゆきと

斗くん

（旭　岱）

わが家のアイドル
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法
テ
ラ
ス
江
差
よ
り

～
保
証
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
～

◎
乙
部
町
農
業
委
員
会
人
事

（
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
事
務
局
併
任　

産
業
課
農
務
係

長　

村
上
淳
一
▼
事
務
局
併
任　

産
業
課
主
査　

東
堂
祥
平

◎
檜
山
広
域
行
政
組
合
乙
部
消
防
署
人
事

（
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
署
長　

松
原
敏
幸

◎
昇
格
者

（
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
団
本
部　

団
長　

寺
島
光
泰

（
副
団
長
）　

副
団
長　

須
田
政
博

（
分
団
長
）
副
団
長　

岩
澤
貢
（
分

団
長
）
▼
第
一
分
団　

分
団
長　

寺
島
尚
（
副
分
団
長
）
副
分
団
長 

麓
幸
広
（
班
長
）
班
長　

甲
谷
勇

介
（
団
員
）
▼
第
二
分
団　

分
団

長　

町
中
昌
敏
（
副
分
団
長
）
副

分
団
長　

若
木
弘
幸
（
部
長
）
部

長　

中
村
徹
（
班
長
）
班
長　

由

利
慎
司
（
団
員
）
▼
第
四
分
団　

班
長　

大
橋
裕
樹
（
団
員
）

◎
入
団
者

（
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
第
一
分
団　

阿
曽
裕
之
▼
第
二

分
団　

粕
谷
翔
馬

◎
退
団
者

（
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）

▼
団
本
部　

団
長　

米
田
光
政　

副
団
長　

石
山
幸
康
▼
第
一
分
団 

佐
々
木
義
春
▼
第
二
分
団　

宇
佐

美
亮　

山
本
文
雄
▼
第
四
分
団　

米
坂
晃

職
員
の
人
事
異
動

消
防
団
の
人
事
異
動

　

四
月
一
日
付
け
で
、
職
員
の
人

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。（　

）
内
は
異
動
前

◎
乙
部
町
人
事

（
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
総
務
課
地
域
振
興
対
策
室
長

（
総
務
課
長
補
佐
）
小
松
宏
嘉
▼

総
務
課
長
補
佐（
税
務
課
長
補
佐
）

野
澤
明
司
▼
財
政
課
長
補
佐
（
財

政
課
財
政
係
長
）
山
本
裕
樹
▼
税

務
課
長
補
佐（
総
務
課
総
務
係
長
）

明
石
要
▼
建
設
課
長
補
佐
（
建
設

課
管
理
係
長
）
谷
脇
徹
▼
国
保
病

院
副
看
護
師
長
（
国
保
病
院
看
護

係
長
）
西
田
美
和
▼
産
業
課
農
務

係
長
（
町
民
課
主
査
）
村
上
淳
一

▼
産
業
課
主
査（
財
政
課
財
政
係
）

東
堂
祥
平
▼
国
保
病
院
看
護
主
査

（
国
保
病
院
准
看
護
師
）
新
谷
幸

子
▼
財
政
課
財
政
係
（
総
務
課
総

務
係
）
中
野
浩
季
▼
出
納
室
出
納

係
（
町
民
課
年
金
係
兼
住
民
係
兼

福
祉
係
）
東
堂
夕
貴
▼
税
務
課
賦

課
係
兼
徴
収
係
（
教
育
委
員
会
総

務
学
校
教
育
係
）
川
道
裕
斗
▼
産

業
課
林
務
係
兼
水
産
係
（
産
業
課

商
工
労
働
観
光
係
）
細
畑
佑
一
郎

▼
町
民
課
年
金
係
兼
住
民
係
（
出

納
室
出
納
係
）
新
家
瑞
生
▼
国
保

病
院
庶
務
係
兼
医
事
係
（
町
民
課

包
括
支
援
係
兼
介
護
予
防
係
）
笹

田
章
史
▼
町
民
課
保
健
衛
生
係

（
議
会
事
務
局
議
事
係
兼
事
務
係
）

佐
々
木
悠
▼
渡
島
・
檜
山
地
方
税

滞
納
整
理
機
構
へ
派
遣
・
総
務
課

総
務
係
（
税
務
課
賦
課
係
兼
徴
収

係
）
田
中
凌
介

◎
新
採
用

（
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
町
民
課
福
祉
係　

南
部
涼
▼
町

民
課
包
括
支
援
係
兼
介
護
予
防
係 

佐
久
間
朝
夏
▼
産
業
課
商
工
労
働

観
光
係　

萬
年
海
吏

◎
退
職

（
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）

▼
財
政
課
長
補
佐　

品
野
百
合
子

▼
国
保
病
院
副
看
護
師
長　

土
谷

志
保
子

◎
再
任
用

（
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
町
民
課
参
事　

上
田
裕
子
▼
国

保
病
院
診
療
放
射
線
科
長　

工
藤

洋
一
▼
財
政
課
主
査　

品
野
百
合

子
▼
国
保
病
院
看
護
主
査　

土
谷

志
保
子

◎
乙
部
町
教
育
委
員
会
人
事

（
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
事
務
局
次
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー

次
長（
産
業
課
長
補
佐
）伊
藤
鉃
将

◎
乙
部
町
議
会
事
務
局
人
事

（
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
議
事
係
兼
事
務
係
（
産
業
課
林

務
係
兼
水
産
係
）
池
島
佳
祐

◎
乙
部
町
監
査
委
員
人
事

（
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
監
査
委
員
併
任　

議
会
事
務
局

議
事
係
兼
事
務
係　

池
島
佳
祐

◎
乙
部
町
選
挙
管
理
委
員
会
人
事

（
令
和
二
年
四
月
一
日
付
け
）

▼
次
長
併
任　

総
務
課
長
補
佐　

野
澤
明
司

　

長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
を
告

げ
、
新
年
度
に
な
り
ま
し
た
ね
。

新
し
い
土
地
で
、
新
し
い
学
校
・

職
場
で
、
新
生
活
を
迎
え
ら
れ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
中
に
は
、
引
っ
越

し
を
し
て
、
新
た
に
家
を
借
り
た

方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
大
家

さ
ん
と
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ
と

き
に
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
で
あ
ろ
う
保
証
人
に
つ
い
て
、

簡
単
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
保
証
人
と
い
う
と
、
簡

単
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
教

わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
的

に
は
、
依
頼
さ
れ
る
と
断
り
に
く

い
の
も
事
実
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
す
る
と
、
保
証
人
に

な
る
と
ど
の
よ
う
な
責
任
を
負

う
の
か
納
得
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

　

保
証
人
と
い
う
の
は
、
主
た
る

債
務
者
が
債
務
を
履
行
で
き
な

い
と
き
に
、
代
わ
っ
て
責
任
を
負

う
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
例
え

ば
、
賃
貸
借
契
約
で
あ
れ
ば
、
賃

借
人
が
家
賃
を
支
払
わ
な
い
と

き
、
保
証
人
が
代
わ
っ
て
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
お
金
の
貸
し
借

り
を
し
た
場
合
だ
と
、
借
主
が
貸

主
に
お
金
を
返
せ
な
い
と
き
、
保

証
人
が
代
わ
っ
て
貸
主
に
返
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
な
お
、
よ
く
「
連
帯
保

証
人
」
と
い
う
言
葉
も
聞
く
と
思

い
ま
す
が
、
連
帯
保
証
人
は
、
保

証
人
に
比
べ
て
主
張
で
き
る
内

容
が
少
な
く
、
よ
り
責
任
が
重
く

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
証
人
が
負
う
責
任
の

範
囲
に
つ
い
て
、
民
法
で
は
、
利

息
、
違
約
金
、
損
害
賠
償
等
に
も

及
ぶ
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
例
え
ば
、
通
常
ど
お

り
の
賃
貸
借
契
約
の
保
証
人
は
、

賃
貸
人
が
支
払
わ
な
か
っ
た
家

賃
だ
け
で
な
く
、
そ
の
利
息
も
支

払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

賃
借
人
が
建
物
や
壁
、
床
等
を
壊

し
た
場
合
の
損
害
賠
償
責
任
も

保
証
人
が
負
い
う
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
保
証
人
の
責

任
の
大
き
さ
を
考
え
る
と
、
保
証

人
に
な
る
こ
と
を
依
頼
さ
れ
た

場
合
、
契
約
内
容
を
よ
く
確
認
す

る
よ
う
に
し
て
み
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
保
証
契
約

に
限
定
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
契
約
書

の
内
容
に
疑
問
を
持
っ
た
と
い

う
よ
う
な
場
合
、
お
気
軽
に
法
律

相
談
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は
　
０
５
０

－

３
３
８
３

－

５
５
６
３
　
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　（
法
テ
ラ
ス
江
差
　
弁
護
士
　
柿
谷
　
佐
保
子
）
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階
段

階
段

ﾎﾞｲﾗｰ室女子トイレ

女子更衣室会議室４ 町民相談室

裏口

①建設課
62-2810

会議室１

会議室２

給湯

⑩出納室
62-2813

議員
更衣室

正面玄関 健康相談室

⑧税務課
62-2277

男子トイレ

階段 トイレ
宿直室

２Ｆ

⑤総務課
⑥地域振興対策室
⑦選挙管理委員会

62-2311

放送室

町長室

応接室

さわやかトイレ 男子更衣室
給湯室

⑨町民課
住民・年金  62-2856
介 護 保 険  62-2857
地 域 包 括  62-5845
保 健 衛 生  62-2858
福祉・国保  62-2855

交換室

パソコン室

印刷室

女子トイレ

男子トイレ

ﾎﾞｲﾗｰ室
会議室３

玄関

給湯室物　置

②財政課
62-2288

③産業課
④農業委員会

観光・農務  62-2871
林務・水産  62-2872

会議室５トイレ

説明員控室

議　　場

給湯室物置

議員室 会議室６議長室 ⑪議会事務局
62-2812

物置

傍聴席

１Ｆ

乙部町役場の主な窓口業務のご案内
役場庁舎〈代表：62-2311〉

令和２年度の庁舎内の配置は次のとおりです。電話でのお問い合わせなどにご確認下さい。
（各課への直通電話もありますので、ご利用ください。）
業務時間は、午前８時３０分から午後５時１５分までです。

①建設課
　道路・河川／水道／下水道／温泉供給／建築／町営住宅／町有財産など
②財政課
　予算の編成・執行管理・決算／財政状況の公表／物品の納入・管理など
③産業課
　農業振興／林業振興／水産振興／観光振興／商工労働関係など
④農業委員会
　農地の管理・賃貸など

⑧税務課
　町税（道町民税・固定資産税・国民健康保険税・
　軽自動車税）の課税／町税の徴収／所得・納税・
　評価等の証明など
⑨町民課
　住　民　係／戸籍・住民基本台帳・印鑑証明等
　年　金　係／国民年金／児童手当
　介護保険係／介護保険など
　地域包括支援／介護予防／高齢者の健康・生活の
　　　　　　　　相談
　保健衛生係／環境衛生／健康増進／各種健診・予
　　　　　　　防接種／こども医療／浄化槽／母子
　　　　　　　保健
　福　祉　係／障がい者・高齢者福祉／保育園
　　　　　　／集会施設の管理運営
　国　保　係／国民健康保険・後期高齢者医療保険

など

⑩出納室
　町税・使用料等の収納／決算調
　整／支出命令審査／有価証券の
　出納保管／指定金融機関など

⑪議会事務局
　議会運営／各種議会の委員会／
　請願・意見書／議会広報など

●●● 出先機関 ●●●
・教育委員会＜62-2253＞
　学校教育／学校管理運営／社会教育振興／社
　会教育・体育施設管理運営など
・公民館＜62-3311＞
　町民会館・公民館の管理運営／図書室／文化
　財／歴史資料／郷土学など
・給食センター＜62-2406＞
　学校給食／給食センターの管理運営など
・つくし保育園＜62-2952＞
　未就学児童の保育／子育て支援センターなど
・乙部町国民健康保険病院＜62-2331＞
　内科・外科・小児科／病院の管理運営など

⑤総務課
防災行政無線／交通安
全／防災／自治会町内
会の振興／広報／統計
／計画策定／職員管理
／例規関係など

⑥地域振興対策室
　地方創生や産業振興に
　関することなど
⑦選挙管理委員会

各種選挙（国政選挙・
地方選挙）に関するこ
となど

ご用件のある課・係がわからない場合は総務課へお問い合わせ下さい。
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高齢者肺炎球菌 予防接種のご案内
　助成の対象となるのは 1人 1 回きりです。肺炎は冬に限らず一年
を通じていつでもかかる可能性があります。体調の良いうちに、ま
た忘れないうちに予防接種を済ませておくことをお勧めします。

６５歳（昭和30年４月２日～31年４月１日） 　７０歳（昭和25年４月２日～26年４月１日）

７５歳（昭和20年４月２日～21年４月１日） 　８０歳（昭和15年４月２日～16年４月１日）

８５歳（昭和10年４月２日～11年４月１日） 　９０歳（昭和５年４月２日～６年４月１日）

９５歳（大正14年４月２日～15年４月１日） １００歳（大正９年４月２日～10年４月１日）

肺炎とは？
　細菌やウイルスなどが、体に入り込んで起こる肺の炎症です。日常でかかる肺炎
の原因で最も多いのが「肺炎球菌」によるものです。症状としては、発熱や咳、痰、
息苦しさ、胸の痛みなどがあります。

　体力や抵抗力（免疫力）が弱まった時などに感染を起こしやすく、普段元気に暮らしている方でも、
持病の悪化や体調不良などをきっかけに感染する可能性のある病気です。

令和２年度の定期接種の対象者
①・②のいずれかに該当し、今までに肺炎球菌ワクチンを
接種したことがない方。

②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能で１級の身体障害者手帳をお持ちの方

実施期間 令和２年５月１８日（月）～令和３年３月１２日（金）まで　（外来のある日）　

会　 場 乙部町国民健康保険病院

個　 人
負 担 金

１回接種　３，０００円　
※生活保護世帯の方は申込時にお申し出下さい。
※接種料金 8,450 円のうち、町より 5,450 円を助成しています。

申　 込 申込先　乙部町役場　町民課保健衛生係　　電話：６２－２８５８

そ の 他 お申込み後、役場より接種のご案内、問診票、注意書きをお送りします。

①令和２年度に下記の年齢になる方・・・下記生年月日の方は次年度以降対象となりません。
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5月のカレンダー

会
場
・
場
所
略
称

（つ保）つくし保育園

（町館）町民会館

（豊セ）とよはま地区センター

（交流）生きがい交流センター

（江保）江差保健所

（三愛）三ツ谷愛郷会館

（三セ）三ツ谷ふれあいセンター

（緑寿）緑町寿の家

（姫ふ）姫川ふれあいセンター

（潮希） 潮見希望館

日 月 火 水 木 金 土
／ ／ ／ ／ ／ １ ₂

₃ ₄ ₅ ₆ ₇ ₈ ₉
休日当番医
勤医協診療所

休日当番医
道立江差病院

休日当番医
佐々木病院

休日当番医
厚沢部町国保病院

ヒブワクチン予防接種
（町館 午後1時～）

小児肺炎球菌ワクチン予防接種
（町館 午後1時～）
日本脳炎ワクチン

（町館 午後1時～）
健康相談

（三愛 午前9時～）
健康相談

（三セ 午前9時40分～）

10 11  12 13 14 15 16
休日当番医
道立江差病院

健康相談
（潮希 午後1時30分～）

お達者ぴんしゃん教室
（交流 午前10時～）

たんぽぽクラブ
（緑寿 午前10時～）

すくすく広場
（つ保 午前9時30分～） 

17 18 19 20 21 22 23
休日当番医
道立江差病院

サロン「とよはな」
（豊セ 午後1時～）

こころの健康相談
（江保 午後2時～）

男のお達者教室
（町館 午後1時30分～）

南部檜山清掃センター
は機械点検整備のため
休業となります

24  25 26 27 28 29 30
休日当番医
乙部町国保病院

姫川おしゃべりサロン 
（姫ふ  午後1時～）

B型肝炎ワクチン
（町館 午後1時～）
四種混合ワクチン

（町館 午後1時～）
麻しん風しん混合ワクチン

（町館 午後1時～）
水痘ワクチン

（町館 午後1時～）
お達者ぴんしゃん教室

（交流 午前10時～）

たんぽぽクラブ
（緑寿 午前10時～）

31 ／ ／ ／ ／ ／ ／
休日当番医
上ノ国診療所

4
26

4
27

4
28

4
29

4
30

₆
₁

₆
₂

₆
₃

₆
₄

₆
₅

₆
₆

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

不燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

不燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

不燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

不燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

《夜間（時間外）の受診について》時間外については、事前に連絡の上、乙部町国保病院を受診し
てください。なお、日曜・祝日の午前９時～午後５時においては、上記休日当番医を受診してください。

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

五
月
一
日
現
在
、
教
育
委
員
会
所
管
施
設
の
休
館
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

道
に
よ
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」
表
明
を
受
け
、
不
特
定
多

数
の
方
が
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
二
月
二
十
七
日
か
ら
三
月

二
十
六
日
ま
で
休
館
し
、
以
降
施
設
内
の
消
毒
な
ど
の
感
染
防

止
対
策
を
講
じ
、
ま
た
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
も
「
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
」
や
「
手
洗
い
」
な
ど
の
予
防
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
利
用
を
再
開
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
国
が
「
緊

急
事
態
宣
言
」
を
表
明
し
た
こ
と
を
受
け
、
四
月
十
八
日
か
ら

再
度
休
館
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
の
休
館
は
下
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
感
染

拡
大
な
ど
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
再
開
時
期
に
変
更
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

休校中も楽しく学ぼう！

第362号

教
育
委
員
会
だ
よ
り

     
明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

■
町
民
体
育
館

　

四
月
十
八
日
（
土
）
か
ら

　

五
月
六
日
（
水
）
ま
で

■
公
民
館

　

四
月
十
八
日
（
土
）
か
ら

　

五
月
六
日
（
水
）
ま
で

■
町
民
会
館

　

四
月
十
八
日
（
土
）
か
ら

　

五
月
六
日
（
水
）
ま
で

■
町
民
プ
ー
ル

　

五
月
二
日
（
土
）
か
ら

　

五
月
七
日
（
木
）
ま
で

　文部科学省では、「臨時休業期間における学習支援コンテンツポータルサイト」を設置
し、学習に役立つコンテンツを紹介していますので、ぜひ活用してください。
　掲載されているサイトの一部を紹介します。

●おうちで学ぼう！NHK for School（NHK）
https://www.nhk.or.jp/school/ouchi/

●Yahoo ! きっず おうち学校（YAHOO! JAPAN）
https://kids.yahoo.co.jp/study/ouchigakkou/

●なるほど統計学園（総務省統計局）
http://www.stat.go.jp/naruhodo/index.html

●キッズ外務省（外務省）
https://www.mofa.go.jp/mofaj/kids/index.html

●放課後たのしーと（朝日新聞）
https://houkago.asahi.com/genre/kotoba.html?
iref=TOP_recommendList

●理科ねっとわーく（国立教育政策研究所）
https://rika-net.com/

●おすすめキッズサイト（社団法人教科書協会）
http://www.textbook.or.jp/question/kids-site.html

●マスクを手縫いで作ろう！（徳島県）
https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/
kyoiku/gakkokyoiku/5035843

休
館
す
る
期
間

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

施
設
の
休
館
に
つ
い
て
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図書室の新刊おすすめ紹介

【一 般 向 け】
●　棟居刑事の憤怒 （森村　誠一）
●　日本一の洗濯屋が教える間違いだらけの洗濯術 （ア ス コ ム）
●　ちくちく楽しむステッチこもの （ブティック社）
●　終の盟約 （楡　　周平）
●　And so this is Xmas （秦　建日子）
●　うちの父が運転をやめません （垣谷　美雨）
●　スイート・ホーム （原田　マハ）
●　力尽きレシピ  （犬飼　つな）
●　見るだけで目がよくなるガボールパッチ （村田　康隆）
●　亡くなった人と話しませんか （サ　ト　ミ）
●　３０代を無駄に生きるな （永松　茂久）
●　私たちの望むものは （小手鞠るい）
●　愛するいのち、いらないいのち （富士本由紀）
●　ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー （プレイディみかこ）
●　クスノキの番人 （東野　圭吾）
●　十字架のカルテ （知念実希人）
●　分身 （岩井　圭也）
●　流人道中記　上・下 （浅田　次郎）
●　ひこばえ　上・下 （重松　　清）
●　礼儀正しい空き巣の死 （樋口　有介）
●　夜がどれほど暗くても （中山　七里）
●　さよならが言えるその日まで （高木　淳史）
●　去年の雪 （江國　香織）

●　ほどなく、お別れです２ （長月　天音）
●　小鳥、来る （山下　澄人）
●　嫁ぐ日　狸穴あいあい坂 （諸田　玲子）
●　世界一わかりやすい 
　　新型コロナウイルス完全対策 BOOK （寺嶋　　毅）
●　きらいな母を看取れますか？ （寺田　和代）
●　うちの子、へん？ （吉田　可奈）
●　はじめての「ぬう」と「あむ」＋おさいほう （主婦の友社）
●　めんどうな遺伝子検査をしなくても
　　自分の遺伝子がわかる本 （植前　和之）
●　絶対聖域 （新堂　冬樹）
●　春、死なん （紗倉　まな）
●　なぜ僕らは働くのか （池上　　彰）

【児童・幼児向け】
●　ドラえもん探究ワールド　ネコの不思議 （藤子.Ｆ.不二雄）
●　どうなってるの？税金の使われ方１～３ （汐　文　社）
●　ちょきんばこのたびやすみ （村上しいこ）
●　一度死んでみた （澤本　嘉光）
●　２分の１の魔法 （スザンヌ・フランシス）
●　まーだだよ （間部　香代）
●　スーパー戦隊大図鑑デラックス （ポ プ ラ 社）
●　タヌキとキツネ小さなともだち （ア タ モ ト）

　

真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
て
、
元
気
に
新
入
学
児
童
が

登
校
す
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
入
学
児
童
は
、
町

内
三
校
で
二
十
三
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

四
月
一
日
、
乙
部
町
商
工
会
女

性
部
（
米
田
百
合
子
部
長
）
が
教

育
委
員
会
を
訪
れ
、
新
入
学
児
童

の
交
通
安
全
に
願
い
を
込
め
、
ふ

く
ろ
う
を
か
た
ど
っ
た
夜
行
反
射

材
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
目
配
り
を

し
、
交
通
安
全
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

図書室では書籍のリクエストを受け付けております。
読みたい図書がありましたら、図書室に備え付けの用紙にご記入ください。
皆様のご利用をお待ちしております。

新
学
期
が

　
訪
れ
ま
し
た
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

五
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
５
月
12
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
２
時
15
分

▽
５
月
28
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時
45
分

自動車税種別割の納期限は、
６月１日㈪です。忘れずに納めましょう！

６月は「外国人労働者問題啓発月間」です

　自動車税種別割は、金融機関やコンビニエンスス
トアで納税できるほか、インターネット上の「Yahoo!
公金支払い」サイトから、クレジットカードによる
納税手続ができます。
　納税通知書は、５月７日（木）に発送予定ですので、
お手元に届かない場合は、札幌道税事務所自動車税
部（011-746-1190）に連絡してください。

【自動車税種別割スマイル納税キャンペーン実施中！！】
　北海道の自動車税種別割を納期限までに納税する
と、応援店で特典サービスを受けることができます。
　詳しくは、道税ホームページをご覧いただくか、
檜山振興局税務課にお問い合わせください。

檜山振興局税務課納税係（電話52-6473） 
道税ホームページ

（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/index.htm）

　国内で就労している外国人は多数おりますが、そ
の就労状況をみると、社会保険等の未加入や適正な
労働条件が確保されていない等の問題が散見されます。
　このような状況を踏まえ、外国人を雇い入れる際
は、次の３点をご確認ください。
　①　就労が認められる在留資格であること
　②　雇入れ・離職の際には、それぞれハローワー

クに届出を行うこと
　③　労働保険・社会保険等の加入をはじめ適正な

雇用管理を行うこと
　なお、厚生労働省では労働施策総合推進法に基づ
く、外国人労働者の適正な雇用管理のための指針を
定めていますので、ご確認いただき、外国人を雇用
する際は、ルールを守って適正に雇用するようお願
いします。
　また、お問合せにつきましては、お近くのハロー
ワーク（江差52-0178）又は労働基準監督署（函館
0138-87-7605）までお願いします。

　

町
、
江
差
保
健
所
、
道
獣
医
師

会
道
南
支
部
で
は
、
令
和
二
年
度

の
狂
犬
病
予
防
注
射
及
び
畜
犬
登

録
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
指
定
の
時
間
ま
で
に
所
定
の

場
所
へ
犬
を
連
れ
て
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。　

※
料
金
に
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
確
認
下
さ
い
。

　

な
お
、
自
宅
訪
問
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
役
場
町
民
課
保

健
衛
生
係
（
☎
六
二-

二
八
五
八
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

往
診
料
と
し
て
九
百
六
十
円
が

か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
る

方
は
畜
犬
登
録
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

料　　　　　　金
狂犬病予防接種手数料 2,690 円

狂犬病予防接種注射済票
交 付 事 務 手 数 料 550 円

計 3,240 円

畜 犬 登 録 手 数 料
（すでに登録されている方は
必要ありません）

3,000 円

狂
犬
病
予
防
注
射

畜

犬

登

録 

の
実
施

月日 時　　間 場　　　　　所

５
月
25
日
㈪

9:05 ～ 9:30 滝　 瀬 寿 の 家 前
9:35 ～ 9:55 元　 町 み な と 交 流 館 前

10:00 ～ 10:20 緑　 町 公 営 住 宅 公 園 前
10:25 ～ 10:50 緑　 町 乙 部 振 興 公 社 前
10:55 ～ 11:10 緑　 町 役 場 前
11:15 ～ 11:40 館　 浦 田 村　 強 宅 前
13:05 ～ 13:25 姫　 川 旧 小 学 校 前
13:30 ～ 13:50 旭　 岱 寿 の 家 前
13:55 ～ 14:10 千 岱 野 ふ る さ と 館 前
14:15 ～ 14:30 富　 岡 旧 小 中 学 校 前
14:40 ～ 自 宅 訪 問

月日 時　　間 場　　　　　所

５
月
26
日
㈫

9:10 ～ 9:35 豊　 浜
花　 磯 旧漁協石油タンク前

9:40 ～ 9:55 潮　 見 旧 明 和 小 学 校 前
10:00 ～ 10:10 可 笑 内 新 谷 商 店 前
10:15 ～ 10:30 元　 和 八 幡 神 社 前
10:35 ～ 10:55 栄　 浜 消 防 格 納 庫 横
11:00 ～ 11:15 鳥　 山 鳥 山 バ ス 停 横
11:20 ～ 自 宅 訪 問

【山火事を発生させない心がけ】山林内で火入れをする場合は、許可が必要です。
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６月１日は「電波の日」です
　総務省では６月１日を「電波の
日」と定め、６月１０日までの「電
波利用環境保護周知啓発強化期
間」に電波利用に関するルールの
周知・啓発活動を行います。
　総務省　北海道総合通信局で
は、電波の使われ方を監視し、適
正な電波環境の維持に努めてい
ます。
　電波に関する困りごとやご相
談は、お問い合わせください。

■問い合わせ
　総務省　北海道総合通信局
　℡０１１－７３７－００９９
　〔電話受付時間
　8：30～12：00、13：00～17：00
　（土・日・祝日を除く）〕

函館年金事務所の「事務相談所」のご案内
　函館年金事務所では、「事務相談所」を開設しております。
　日程については下記のとおりとなっております。
　なお、事前予約制となっており、定員になり次第締め切らせていただき
ますので、ご了承下さい。
　ご来場時には基礎年金番号のわかるもの（年金手帳・年金証書等）のほ
か、相談者本人であることを確認できるものをご持参ください。

予約先 江差町役場　健康推進課　国保医療係　　電話 0139-52-6725
場　所 江差町役場（１階に案内看板があります）

日　時

　５月２６日（火）

１０：００　～　１５：３０

　６月２３日（火）
　７月２１日（火）
　８月２５日（火）
　９月２９日（火）
１０月２０日（火）
１１月２４日（火）
１２月２２日（火）

９：３０　～　１５：００　１月２６日（火）
　２月１６日（火）
　３月２３日（火）

ねんきんの窓

☆☆☆“看護師・助産師”職員募集のお知らせ☆☆☆
看護師・助産師の正規職員を募集しています。院内保育所の利用や勤務時間もご相談ください。連絡お待しています。

　　お問い合わせ先：５２－００３６（内線２０２）　総看護師長　菊地

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ
外来診療体制
５月の診療予定です

※診療受付時間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。事前に病院にご確認の上、
受診してください。

診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
御
確
認
下
さ
い
。

☆☆　新任医師紹介　☆☆
整形外科　向井　力哉
　（むかい　りきや）
前任地：滝川市立病院
江差の印象：海が綺麗
　風が気持ち良い
　風力発電が盛ん
趣味：温泉　ジョギング
特技：ブレイクダンス
専門及び関心のある領域：外傷全般
患者様さんへの一言：出身は室蘭市で江差町と同じ
く海沿いの街です。
　檜山管内のケガについては可能な限り当院で対応
したいと思います。
　またケガに限らず、整形外科全般の診療も行って
まいりますので、お困りの際にはご気軽にご相談く
ださい。

MRI撮影のご紹介
　磁気共鳴画像（MRI）は、放射線を使用せず磁
場を使って体内を画像化する検査です。その中で
もDWIBS検査は、体の広い範囲にわたって、がん
の原発巣や転移を探す全身検査で
す。この検査方法は、日本人によっ
て開発された新しい検査方法です。
検査時間は、通常のMRI検査より
少し長く、40分程度かかります。
被ばくがなく痛みがありません（造
影剤の注射もありません）全身の
拡散画像を撮影し、通常撮影して
いる画像と合成して画像化します。
主治医の先生に検査を進められた
ら安心して検査を受けていただけ
るよう事前説明を行っております。

　診療放射線技師　布施　隆英

整 形 外 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）

循 環 器 内 科 午前　月から金曜日
午後　月と金曜日

総 合 診 療 内 科
（消化器内科も併
せて診療します）

午前　月・火・水・金曜日（午前11時までの受付）
　　（なお、月曜日は午前10時から診察）
午後　金曜日
※金曜日は、出張医師対応のため、消化器内科の診察は

行いません。
※毎週水曜日の午後と木曜日の午前は完全予約制の検査

実施日となっております。

消 化 器 内 科
（札医大派遣医）

（初診及び再診）18日（月）の午後
（再診のみ）※完全予約制
　午前10時まで受付　19日（火）
　午前11時まで受付　11日（月）・25日（月）

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　8日（金）・29日（金）
総合診療（外科） 午前　火から木曜日
外 科 午前　8日（金）・22日（金）（午前11時までの受付）

小 児 科 午前　月から金曜日
午後　火と木曜日（午後3時～午後4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月から金曜日
午後　木曜日

精 神 科 午前　月から金曜日（初診は完全予約制）

産 婦 人 科 午前　月と火曜日
午後　月曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　13日（水）・14日（木）・19日（火）・20日（水）・27日（水）・28日（木）
（午前11時までの受付）
午後　13日（水）・27日（水）

眼 　 　 　 科
午前　14日（木）・28日（木）（予約以外の初診受付11時まで）
午後　13日（水） ・20日（水） ・27日（水）
コンタクトレンズを希望する患者様へ
当院で以前調整した患者様のみ対応いたします。

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日

午前･･･ 8時00分～11時30分（初診の方は、9時00分～）
午後･･･ 1時00分～2時30分 
予約受付時間（定期患者のみ）午後･･･1時00分～4時00分  
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広報 町 の 人 口
= 3 月末現在 =

世帯数　1,860（－ 6）〈－11〉
人　口　3,577（－22）〈－93〉
　男　　1,637（－ 6）〈－56〉

　女　　1,940（－16）〈－37〉

（ ）内は前月との比較増減
〈 〉内は 3 月末からの累計増減

編　

集　

後　

記

　

四
月
に
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
の
広
報
担
当
も
変

わ
ら
ず
私
が
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
行
動
が
制
限
さ
れ
て

い
る
な
か
、
私
が
大
好
き
な
超
有

名
芸
能
人
も
亡
く
な
っ
て
し
ま

い
、ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
と
き
に
は
、

家
で
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
も
体
調
に
は
十
分
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
Ｓ
．
Ｔ
）

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

５月は≪固定資産税〈第１期〉の納期限≫です。
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。

戦没者等のご遺族の皆さまへ　第十一回特別弔慰金の請求受付が開始されます
●特別弔慰金の趣旨
　特別弔慰金は、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国として改
めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給するものです。
●支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、令和２年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦
傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の
順番による先順位のご遺族お一人に支給。
　１　令和２年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
　２　戦没者の子
　３　戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、順番が

入れ替わります。
　４　上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。
●支給内容　額面25万円、５年償還の記名国債
●請求期間　令和２年４月１日から令和５年３月31日
　　　　　　（請求期間を過ぎると第十一回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。）
●手 続 先　町民課福祉係　62-2855

か
な
し
み

よ
ろ
こ
び

乙部町国民健康保険病院　5月外来診療日程表 診療受付時間  午前 8:30〜11:00
　　　　　　  午後 1:00〜  3:00

※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師・看護師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持する
ためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

１２３４５６７８９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
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